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 一昨年年末から前立腺肥大で治療を受け定期的

に薬剤治療を行い、今の状態が当たり前と気の緩

みがあったのかも分かりません。一昨年末の状態

に一気に逆戻りと言うかそれ以上に深刻な状況に

なってしまいました。 

 数日前から体のだるさ、血尿が続いていました

が、年末年始の行事の対応をしなければという義

務感だけがありました。「何とかなる」「何とか

しなければ」とだけ思っていました。 

 12/26(金)、昼例会時はまだしんどいなぁくらい

だったと思いますが、発熱は続いて 39 度くらいだ

ったと思います。風邪の症状でも無さそうで寝れ

ば治るとくらいに思っていました。 

12/27(土)、最終例会も何とか参加できていたの

かと思います。 

12/28(日)、早朝から年末恒例の餅つき。たぶん

その後が限界だったと今になって思います。 

 墓参りにも行けず発熱の為、寝込んだと思いま

す。朝、昼、夜と寝込み、普通ではないと妻が緊

急に連絡して午後８時過ぎに済生会千里病院に自

家用車で行き、診察検査の結果即緊急入院。自家

用車の引取りを親族に依頼する事になってしまい

ました。今思えば、大したはことない、風邪によ

る発熱くらいに思って行動した事に反省しかあり

ません。 

 尿道から膀胱、

腎臓に感染症が罹

患して腎盂腎炎に

なったようです。

CRP の数値が異常

に高く緊急入院と

なったようです。

あのまま自宅で我

慢して寝ていたら今頃どうなっていたか、離脱症

状に苦しんで新阿武山病院に連れて行ってもらっ

た時の様に、今回もまた妻に命を助けて貰ったこ

と心から感謝します。 

 徹底的な検査、3 度にわたる手術、治療、長期

の入院後現在があります。また一つ妻に頭の上が

らない事が増えました。 

私も断酒会に繋がる事ができ、何とか古希を迎

えられました。これからは無理をせず例会出席、

一日断酒の基本を継続していきます。 

「反省・感謝」 

・生かされた命無駄にせず、決意新たに例会出席 

・子どもらにかけた酒害忘れぬために今日も新生、

例会出席 

・誘惑に負ける人間、踏ん張れる人間、断酒会の中で

踏ん張り続ける  

酒害者の断酒を可能にする理由を一言で、と答えを

求められると、「断酒会が実践第一主義の集団だから」

と説明するしかない。 

万事合理主義が幅を利かしている現在、断酒例会に

ひたすら出席して、今日一日、今日一日と断酒の日を

積み重ねているわれわれの断酒法は、あまりスマート

ではないかもしれない。          〈中略〉 

やはり、酒害者が酒を断ち、それを継続していくた

めには、からだを使って例会に出席し、足を使って酒

害相談に駆けめぐり、そうした行動の中で酒害者同士

が信頼を深め、自分を知る努力をするしかない。 

であるとしても、ぼう大な時間と労力を要する苛酷

ともいえる努力を、どうしてわれわれは進んで行って

いるのだろうか。それは、例会が魅力に溢れているか

断酒会規範 

五 断酒例会はあらゆる条件を超えて平等で

あり、支配者はいない 



らである。われわれを引きつけて止まないからである。 

断酒会は企業や組合のような縦組織を持っているが、

われわれにとって一番大切な例会に関しては、組織と

して機能するのは例会場の設営までである。 

例会の中身は、役職や断酒歴に関係なく平等な立場

で参加したわれわれがつくる。縦組織とはまるで関係

のない横一線の形で進められる。      〈中略〉 

例会には酒害者でありさえすれば、あらゆる条件を

超えて参加できる。過去数え切れないほど失敗した会

員でも、何の非難もされない。現在飲酒していても、

酔っぱらっていない限り発言できる。自分を失うほど

の状態のときは、参加者たちによって制止されるが、

それは例会の雰囲気を壊すことよりも、当人が素面

(しらふ)になったとき恥ずかしい思いをさせないた

めである。発言内容によっては、自らを恥じて二度と

出られなくなることがあるからである。 

入院中の患者さんが出席しても、地域から直接参加

しても、会員と同じ扱いを受ける。家族の場合も同様

である。 

断酒例会は常にオープンであるので、見学したい人

はいつでも出席できる。医療、行政関係者、マスコミ、 

一般市民等の参加を拒(こば)まない。例会を通してわ

れわれを広く知ってもらいたいからである。情報を通

してだけの知識には、われわれに対する誤解が多すぎ

るからである。 

現代社会で自由平等思想が一番具体的に表現され

ているのが、われわれ酒害者によって持たれている断

酒例会である。

 

「NAKED meets ガウディ展」をグラングリーン大阪

V.S.にて見てきました。当日は祝日で、前売りチケッ

トと当日チケットの二つの列ができていて入場口で

入場制限されており混雑。当日券売り場に並びチケッ

トを受け取

ったら、並び

直しかと思っていたら幸いにもそのまま会場のほうに行けたので

すが、会場入り口でまたしても入場制限。しばらく待って入場とな

りました。ガウディ没後 100 年とサグラダファミリアの「イエスの

塔」完成記念で体験型アートや秘蔵コレクションの展示が売りのよ

うです。 

自然の法則を学びそこに潜む美と秩序を形にした建築家アント

ニ・ガウディと云われるの

を証明するかの様な展示が多く、左右対称の作品はほとんど無い展

覧会でした。 

シンメトリーのものは学生時代のデッサンに少し有ったくらい。

写真を撮るのも人が多くなかなか思うように撮れなかったが、撮影

禁止ではなかったので気を引いたものを数枚撮影して来ました。体

験型の展示は人が多くさわれませんでしたが、ガウディ独特の曲線

美の作風の一端に触れた展覧会でした。    吹田支部 Ｎ Ｋ 


